
お盆に帰ってこられた御先祖に対しての供養と極楽浄土への送りの儀式で

各家先祖の精霊船や灯籠を施餓鬼法要にて供養したあと、寺前の雲雀川に

流します。

橋の上では僧侶による塔婆回向も執り行われます。

極楽浄土は、遥か西の彼方に阿弥陀様が造られた仏国土です。

真西に流れる雲雀川を舞台に、華やかに飾られた精霊船や灯籠が、

読経の声に後押しされて流れていく景色は、お盆の送り火として御先祖様の

お見送りとして、風情豊かなものがあります。

真心こもった御先祖供養が、各家の益々の安泰、繁栄に繋がることを祈念し、ご案内申し上げます。

「流灌頂精霊灯籠流し」とは

年に一度の御先祖供養

精霊灯籠流し精霊灯籠流し

申し込み欄をご記入のうえ、志納金を添えてお申込みください。
※ 郵送、FAX可
船、灯籠の数に限りがあるため、受け付けは先着順となります。
予めご了承ください。

≪申し込み方法≫

出店あり！ (かき氷、焼き鳥など）
ライン登録

お願いします

≪申し込み・お問い合わせ≫
〒839-1234　久留米市田主丸町豊城1597-2

阿 弥 陀 寺
TEL：0943-72-4198/FAX：0943-73-7076
ホームページ  　https://tobiamida.jp

電 話

志 納
金 流し灯籠
1,000円

精霊船(小)
2,000円

申し込み者(施主)

精霊船(中)
3,000円

精霊船(大)
5,000円

ふりがな

精霊船(特大)
10,000円

※ 故人の俗名、戒名や〇〇家先祖代々、○○家水子などをお書きください

※ お申し込みの船に〇を付けてください

霊　　位

様氏　名

供 養
霊

住　所

８８８月月月 日日日161616 午後午後

午後 灯籠船のご供養、施餓鬼法要灯籠船のご供養、施餓鬼法要灯籠船のご供養、施餓鬼法要

精霊灯籠流し精霊灯籠流し精霊灯籠流し午後午後

午後 
６６６
７７７

時～時～時～
時～時～時～

悪天候時の延期については、当日午後４時を目処に判断いたします。
ライン及びホームページにてお知らせいたします。
ライン、パソコンが見れない方は、お手数ですがお電話にてお問い合わせください。
延期日も悪天候にあった場合は、再延期はせず本堂にて法要を行い、終了とさせてい
ただきます。
上記ご理解のうえ、お申し込みください。

※ 
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